
金
融
取
引
法
に
お
け
る
消
費
者
保
護
の
現
状
（
益
井
）

二
〇
五

金
融
取
引
法
に
お
け
る
消
費
者
保
護
の
現
状

│
特
に
契
約
締
結
前
の
注
意
義
務
に
つ
い
て

│
コ
ー
ジ
マ
・
メ
ラ
ー※

益　

井　

公　
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Ⅰ
．
序
論

本
講
演
の
狙
い
は
、
二
〇
一
六
年
三
月
に
ド
イ
ツ
法
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
金
融
取
引
法
に
お
け
る
消
費
者
保
護
の
現
状
に
つ
い
て
情
報

提
供
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
導
入
と
し
て
、
今
日
の
規
定
の
歴
史
的
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
、
こ
こ
で
の
叙
述
が

ど
う
進
展
す
る
か
を
具
体
的
に
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ド
イ
ツ
法
の
諸
規
定
は
、
一
九
九
〇
年
に
最
初
の
消
費
者
金
融
取
引
指
令
を
国
内
法
へ
転
換
し
て
以
後
現
在
ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
〔
共
通

翻　

訳

（
二
〇
五
）
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法
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八
十
三
巻
第
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二
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年
六
月
）

二
〇
六

の
〕
法
に
よ
っ
て
全
く
同
じ
よ
う
な
形
で
規
律
さ
れ
て
い
ま
す
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
行
為
に
対
す
る
特

別
な
慣
行
に
関
す
る
伝
統
と
い
う
も
の
は
、
一
八
九
四
年
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す

（
1
）

。
民
法
典
を
準
備
し
て
い
た
時
代
に
、
当
時
の

人
々
は
、
独
自
の
割
賦
弁
済
法
（A

bzG

）
を
採
用
す
る
と
い
う
こ
と
に
決
定
し
た
の
で
す
。

こ
の
法
律
〔
割
賦
弁
済
法
〕
の
改
正
以
後
、
と
り
わ
け
、
一
九
七
〇
年
代
に
お
い
て
、
次
い
で
、
一
九
九
〇
年
に
お
い
て
、
割
賦
弁
済

法
及
び
最
初
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
通
の
消
費
者
金
融
取
引
指
令
（87/102/E

W
G

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
理
事
会
）
に
由
来
す
る
の
が
、
消
費
者

金
融
取
引
に
関
す
る
法
律
（V

erbrK
rG

）
な
の
で
す
。
そ
こ
で
は
、
分
割
弁
済
取
引
行
為
な
い
し
は
一
部
弁
済
取
引
行
為
に
つ
い
て
だ
け

で
な
く
、
事
業
者
と
消
費
者
間
の
金
銭
消
費
貸
借
や
そ
れ
以
外
の
諸
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
契
約
の
た
め
に
諸
々
の
規
定
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
諸
規
定
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
通
の
指
令
作
成
者
が
示
し
た
準
則
に
従
っ
て
確
実
な
も
の
と
さ
れ
、
ま
た
同
時
に
機
能
的
な
域
内
市
場
、

つ
ま
り
、
金
融
市
場
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
規
模
で
の
競
争
を
可
能
な
も
の
に
す
る
の
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
通
の
準
則
に
基
づ
い
て
、

貸
付
契
約
の
必
要
不
可
欠
な
内
容
が
規
律
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
貸
付
契
約
の
基
本
的
な
内
容
に
関
し
消
費
者
に
情
報
を
与
え
る

と
い
う
こ
と
が
、
保
障
さ
れ
、
さ
ら
に
、
支
払
条
件
を
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。
あ
る
改
正
に
よ
り
、
こ
の
法
律

は
、
二
〇
〇
二
年
一
月
一
日
の
債
務
法
の
改
正
の
際
に
、
民
法
典
の
中
に
組
み
入
れ
ら
れ
ま
し
た

（
2
）

。
そ
れ
以
来
、
こ
の
法
律
に
お
け
る
ク

レ
ジ
ッ
ト
と
い
う
概
念
は
、
か
ろ
う
じ
て
散
発
的
に
利
用
さ
れ
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
金
銭
消
費
貸
借
契
約
と
し
て
の
消
費
貸
借
契
約
が
、

法
体
系
の
出
発
点
と
し
て
選
び
出
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
金
銭
消
費
貸
借
契
約
は
、
支
払
い
猶
予
や
そ
の
他
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
支
援
措
置
、

特
に
、
一
部
弁
済
行
為
を
含
む
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
支
援
措
置
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
て
い
ま
す
（
五
〇
六
条
）。
こ
れ
ら
の
諸
規
定
は
、
三
一
〇

条
三
項
の
消
費
者
契
約
、
つ
ま
り
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
四
条
に
い
う
事
業
者
と
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
三
条
に
い
う
消
費
者
と
の
間
の
貸
付
契
約
に
適
用
す
る

こ
と
が
で
ま
す
。
ド
イ
ツ
法
に
よ
る
と
個
人
事
業
者
（E

xistenzgründer

）
も
保
護
領
域
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
（
五
一
二
条
）。

（
二
〇
六
）



金
融
取
引
法
に
お
け
る
消
費
者
保
護
の
現
状
（
益
井
）

二
〇
七

若
干
の
か
な
り
小
さ
な
改
正
と
並
ん
で
、
二
〇
一
〇
年
六
月
一
一
日
に
ド
イ
ツ
国
内
法
へ
の
転
換
が
な
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
の

第
二
次
指
令
（2008/48E

G

指
令
）
に
基
づ
く
消
費
者
金
融
取
引
法
の
大
き
な
改
正
が
存
在
し
ま
す
。
特
に
注
目
に
値
す
る
改
革
は
、
詳

細
に
規
律
さ
れ
た
前
契
約
上
の
情
報
提
供
義
務
を
導
入
し
た
こ
と
で
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
上
、
撤
回
権
が
予
定
さ
れ
ま
し

た
が
、
撤
回
権
は
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
す
で
に
一
九
七
三
年
の
割
賦
弁
済
法
の
改
正
（A

bzG

一
条
）
以
来
現
在
ま
で
慣
行
と
い
う
べ
き

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
共
通
す
る
指
令
の
作
成
者
は
統
一
化
に
あ
た
っ
て
そ
の
戦
略
を
変
更
し
ま
し

た
。
か
つ
て
は
最
低
限
の
統
一
化
と
い
う
構
想
が
妥
当
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
最
大
限
の
統
一
化
と
い
う
こ
と
が
基
準
と
し
て
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
か
な
り
高
い
消
費
者
保
護
水
準
が
指
令
に
お
い
て
設
定
さ
れ
た
場
合
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
は
、
指
令
の
規
律
領

域
に
お
い
て
は
、
か
な
り
高
い
消
費
者
保
護
水
準
を
維
持
す
る
と
か
、
導
入
す
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
最
大
限
の
統
一

化
に
よ
っ
て
、
単
一
の
域
内
市
場
を
創
り
出
す
際
に
、
一
定
の
進
捗
が
得
ら
れ
る
と
い
う
の
で
す
。

こ
の
現
在
問
題
と
な
っ
て
い
る
改
正
は
、
住
居
不
動
産
金
融
取
引
指
令
（2014/17/E

U

）
に
遡
る
の
で
あ
り
、
そ
の
指
令
は
二
〇
一
六

年
三
月
二
一
日
に
ド
イ
ツ
国
内
法
へ
と
転
換
さ
れ
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
の
と
は
異
な
り

（
3
）

、
か
つ
て
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ベ
ル
で
は

捉
え
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た

（
4
）

住
居
不
動
産
金
融
取
引
を
規
律
す
る
と
い
う
こ
と
に
、
こ
の
最
新
の
改
正
は
、
特
に
役
立
つ
の
で
す
。

一
九
八
五
年
の
土
地
担
保
付
貸
付
の
た
め
の
指
令
提
案
は
、
成
功
し
ま
せ
ん
で
し
た

（
5
）

。
以
上
の
努
力
の
遺
産
と
し
て
二
〇
〇
一
年
に
行
動

規
範
集
（V

erhaltenskodex （
6
）

）
が
、
明
確
な
形
で
規
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
行
動
規
範
は
、
い
わ
ゆ
る
ソ
フ
ト
ロ
ー
と
し
て
、
消
費
者
に

契
約
の
前
に
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
を
通
し
て
金
融
機
関
が
自
己
を
義
務
づ
け
る
と
い
う
方
法
に
よ
り
、
不
動
産
金
融
取
引
に
あ
た
っ
て

さ
ら
な
る
透
明
度
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た

（
7
）

。
こ
の
よ
う
な
戦
略
が
あ
ま
り
役
立
た
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
や
最
終
的
に
は

金
融
危
機
が
、
新
し
い
指
令
の
背
景
を
な
し
て
い
る
の
で
す

（
8
）

。
新
た
な
指
令
を
国
内
法
に
転
化
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
異
な
る
理
解
の
仕

（
二
〇
七
）
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二
〇
八

方
（B

egriffl  ichkeit

）
を
導
入
す
る
と
い
う
こ
と
と
結
び
つ
い
て
い
ま
し
た
。
一
般
的
な
消
費
者
消
費
貸
借
（
四
九
一
条
二
項
一
文
）
と
不

動
産
消
費
者
消
費
貸
借
（
四
九
一
条
三
項
一
文
）
と
に
区
別
さ
れ
ま
す
（
四
九
一
条
一
項
二
文
）。
そ
の
上
さ
ら
に
、
こ
の
機
会
は
、
追
加
的

な
消
費
者
保
護
規
定
を
民
法
典
中
に
取
り
入
れ
る
と
い
う
こ
と
に
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
例
え
ば
、
撤
回
権
の
よ
う
な
重

要
な
消
費
者
保
護
規
定
は
、
無
償
の
消
費
貸
借
（
五
一
四
条
）
や
無
償
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
支
援
措
置
（
五
一
五
条
）
に
も
適
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す

（
9
）

。

金
融
取
引
法
に
お
け
る
消
費
者
保
護
の
基
本
的
な
特
徴
に
つ
い
て
の
概
要
は
、
以
上
の
よ
う
な
導
入
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
従
っ
て
い
ま

す
（
Ⅱ
）。
次
に
第
二
の
段
階
と
し
て
、
二
〇
一
四
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
指
令
の
準
則
に
依
拠
す
る
新
た
な
改
革
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に

し
ま
す
（
Ⅲ
）。
特
に
注
意
を
向
け
る
こ
と
に
な
る
の
は
、
貸
付
契
約
締
結
前
の
時
期
に
関
連
す
る
諸
規
定
で
す
（
Ⅳ
）。
最
後
に
消
費
者

金
融
取
引
法
の
動
向
を
見
出
し
、
よ
り
大
き
な
解
釈
論
上
の
関
連
の
中
で
そ
の
動
向
を
整
序
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ⅱ
．
金
融
取
引
に
お
け
る
消
費
者
保
護
の
基
本
的
特
徴
に
つ
い
て
の
概
観

消
費
者
金
融
取
引
法
に
お
い
て
は
、
私
法
上
の
消
費
者
保
護
が
有
す
る
よ
く
知
ら
れ
た
あ
ら
ゆ
る
基
本
的
な
特
徴
が
見
出
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
は
、
要
式
準
則
、
情
報
提
供
義
務
、
撤
回
権
、
片
面
的
強
行
法
の
規
定
、
脱
法
行
為
の
禁
止
と
い
っ
た
も
の
で
す
。

書
面
の
方
式
（Schriftform

）
は
、
一
二
六
条
に
の
っ
と
る
形
で
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
署
は
や
っ
と
二
〇
一
〇
年
六
月
一
一
日
よ

り
一
二
六
条
ａ
に
従
っ
た
電
子
的
方
式
に
よ
っ
て
換
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
た
め
に
は
電
子
署
名
が
必
要
で
あ
り
、
だ
か
ら
、
機

会
を
拡
大
す
る
た
め
に
、
す
で
に
あ
る
保
護
を
提
供
す
る
一
つ
の
方
式
準
則
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
こ
の
要
式
規
定
は
、
情
報
提
供
義
務

と
結
び
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
契
約
内
容
は
書
面
と
い
う
方
式
で
記
録
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
生
じ
る
の

（
二
〇
八
）



金
融
取
引
法
に
お
け
る
消
費
者
保
護
の
現
状
（
益
井
）

二
〇
九

で
す
。
契
約
の
い
か
な
る
情
報
が
含
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
は
、
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
情
報
提
供
義
務
は
、
消
費
者
保
護
の
た
め
に
重
要
な
機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。
情
報
提
供
義
務
は
過
去
数
十
年
間
絶
え
ず
拡
大
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
様
々
な
契
約
段
階
の
モ
デ
ル
に
の
っ
と
っ
て
、
前
契
約
上
の
情
報
提
供
義
務
に
従
っ
て
、
契
約
締
結
に
当
た
っ
て
の
情

報
提
供
義
務
と
契
約
関
係
に
あ
る
間
の
情
報
提
供
義
務
が
区
別
さ
れ
ま
す

（
10
）

。
前
契
約
上
の
情
報
提
供
義
務
は
、
二
〇
一
〇
年
六
月
一
一
日

に
消
費
者
金
融
取
引
指
令
（2008/48E

G

）
が
国
内
法
に
転
化
さ
れ
て
以
来
、
消
費
者
貸
付
契
約
に
関
し
て
制
定
法
上
明
確
な
形
で
規
律

さ
れ
て
い
ま
す
。
民
法
施
行
法
（
Ｅ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
）
二
四
七
条
に
一
覧
表
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
個
々
の
事
柄
に
関
し
て
消
費
者
に
情
報
を

与
え
る
と
い
う
消
費
貸
借
の
貸
主
の
義
務
を
、
四
九
一
条
ａ
一
項
は
、
規
定
し
て
い
ま
す

（
11
）

。
そ
う
す
る
と
、
以
上
の
よ
う
な
情
報
を
提
供

す
る
義
務
の
詳
細
は
、
民
法
施
行
法
が
持
つ
内
容
一
覧
か
ら
初
め
て
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。
立
法
者
は
、
ド
イ
ツ
民
法
典
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
）
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
規
律
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
許
与
し
た
の
で
す
。
長
い
列
挙
が
そ
の
規
範
を
見
通
せ
な
い
も
の
に
す
る

と
い
う
こ
と
は
、
避
け
ら
れ
る
べ
き
な
の
で
す
。

前
契
約
上
の
情
報
提
供
義
務
は
、
四
九
二
条
二
項
に
よ
り
必
要
不
可
欠
な
契
約
内
容
に
属
す
る
記
載
事
項
に
関
連
し
て
お
り
、
そ
の
必

要
不
可
欠
な
契
約
内
容
の
詳
細
は
民
法
施
行
法
二
四
七
条
パ
ラ
グ
ラ
フ
六
〜
八
及
び
パ
ラ
グ
ラ
フ
一
〇
〜
一
三
ｂ
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
民
法
施
行
法
二
四
七
条
パ
ラ
グ
ラ
フ
三
に
基
づ
く
前
契
約
上
の
情
報
提
供
義
務
の
リ
ス
ト
は
、
長
文
の
も
の
で
、
次
の
も
の
を

含
ん
で
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
消
費
貸
借
貸
主
の
名
前
と
住
所
、
実
質
的
な
年
間
利
息
、
借
入
利
率
（S

ollzinssatz

）、
契
約
の
有
効
期
間
、

個
々
の
割
賦
払
い
の
金
額
や
そ
の
回
数
及
び
そ
の
満
期
日
、
そ
の
総
額
、
支
払
条
件
、
そ
の
他
の
費
用
に
つ
い
て
の
表
示
、
遅
延
利
息
の

利
率
、
支
払
が
止
ま
っ
た
こ
と
の
結
果
に
つ
い
て
の
警
告
（W

arnhinw
eis

）、
撤
回
権
の
存
在
不
存
在
及
び
消
費
貸
借
借
主
の
権
利
に
関

す
る
情
報
を
指
摘
す
る
こ
と
、
貸
付
金
の
期
限
前
の
支
払
と
い
っ
た
こ
と
で
す
。
消
費
貸
借
の
借
主
に
な
ろ
う
と
す
る
者
は
、
貸
主
が
基

（
二
〇
九
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
一
号
（
二
〇
一
七
年
六
月
）

二
一
〇

本
的
に
契
約
締
結
の
用
意
を
し
て
い
る
場
合
に
は
、
四
九
二
条
ａ
二
項
に
よ
り
貸
主
に
対
し
て
そ
の
概
要
〔
基
本
設
計
〕（E

ntw
urf

）
が

ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
も
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
12
）

。

消
費
者
は
、
成
年
の
法
的
参
加
者
で
あ
り
、
提
供
さ
れ
た
情
報
に
基
づ
い
て
提
案
さ
れ
て
い
る
契
約
の
利
益
と
負
担
に
つ
い
て
み
ず
か

ら
の
考
え
を
形
成
す
べ
き
で
あ
り
、
契
約
締
結
に
つ
い
て
自
己
の
決
定
を
そ
の
情
報
に
即
し
て
な
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
思
想
が
、
情

報
提
供
義
務
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
諸
々
の
情
報
提
供
義
務
は
、
情
報
提
供
モ
デ
ル
が
典
型
的
な
形
で
現
れ
た
も
の
で
あ

り
、
消
費
貸
借
の
借
主
が
「
確
実
な
」
決
定
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
も
の
な
の
で
す

（
13
）

。
批
判
は
、
十
分
な
情
報
提
供
を
消

費
者
達
は
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
点
に
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
見
解
は
、
非
常
に
広
く
流
布
し
て
お
り
、
そ
れ
を

テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
の
同
僚
で
あ
る
シ
ュ
ル
ン
ブ
ラ
ン
ト
は
、「
消
費
者
達
は
十
分
な
情
報
提
供
を
受
け
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
、

少
な
く
と
も
、
情
報
提
供
義
務
が
持
つ
有
効
性
の
限
界
を
凌
駕
し
て
い
る

（
14
）

」
と
い
う
命
題
に
要
約
し
ま
し
た
。
と
は
い
え
、
情
報
提
供
義

務
を
規
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
消
費
者
の
私
的
自
治
に
よ
る
決
定
を
形
式
上
支
援
す
る
と
い
う
こ
と
を
追
求
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
、

考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
利
用
さ
れ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

し
、
そ
れ
は
特
に
後
見
に
よ
る
保
護
監
督
下
に
置
く
と
い
う
こ
と
（B

evorm
undung

）
で
も
な
い
の
で
す
。
そ
の
際
、
誤
解
し
て
は
い
け

な
い
の
は
、
情
報
提
供
が
大
量
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
問
題
の
な
い
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
と
い
う
の
は
、
情
報
提

供
が
大
量
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
消
費
者
の
受
容
能
力
を
凌
駕
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
明
瞭
性
に
欠
け
る
か
ら
で
す
。

消
費
者
が
独
力
で
情
報
を
入
手
す
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
、
四
九
一
条
ａ
三
項
に
お
い
て
消
費
貸
借
の
貸
主
の
説
明
義
務
が
規
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
よ
り
修
正
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
説
明
は
、
情
報
提
供
の
望
ま
し
い
効
果
を
、
諸
概
念
及
び
意
味
的
諸
連
関
を

消
費
者
に
明
確
な
も
の
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
確
実
な
も
の
に
す
る
た
め
の
も
の
で
す

（
15
）

。
こ
う
し
た
説
明
義
務
は
、
支
援
的
特
徴
を
有
し

（
二
一
〇
）



金
融
取
引
法
に
お
け
る
消
費
者
保
護
の
現
状
（
益
井
）

二
一
一

て
お
り
、
明
確
に
合
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
助
言
（B

eratung

）
に
劣
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
意
図
的
に
そ
う
し
て
い
る
し
、

同
時
に
ま
た
そ
れ
は
明
白
な
こ
と
な
の
で
す
。

こ
の
情
報
提
供
モ
デ
ル
は
、
契
約
内
容
に
も
関
連
し
ま
す
（
四
九
二
条
二
項
か
ら
七
項

（
16
）

）。
と
い
う
の
は
、
契
約
証
書
に
お
い
て
消
費
者

に
と
っ
て
重
要
な
全
て
の
観
点
を
明
文
と
い
う
形
で
規
律
す
る
こ
と
に
よ
り
、
記
入
さ
れ
た
義
務
や
権
利
に
つ
い
て
確
認
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
す
。
そ
う
い
う
形
で
の
み
、
消
費
者
は
現
実
的
な
計
画
を
追
求
し
、
自
己
の
権
利
を
擁
護
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。

そ
の
処
理
が
し
ば
し
ば
数
年
を
越
え
て
続
く
消
費
貸
借
契
約
と
い
っ
た
継
続
的
債
務
関
係
に
お
い
て
は
、
情
報
提
供
義
務
は
、
契
約
の

有
効
期
間
内
に
お
い
て
も
、
消
費
者
保
護
の
有
効
な
手
段
と
な
り
う
る
の
で
す
。
二
〇
〇
八
年
八
月
以
来
、
一
つ
の
制
定
法
上
の
規
律
が

存
在
し
ま
す

（
17
）

。
消
費
者
は
、
利
率
が
変
更
さ
れ
る
前
に
、
消
費
貸
借
の
貸
主
が
そ
の
消
費
貸
借
を
新
た
な
期
間
を
越
え
て
許
与
す
る
用
意

の
あ
る
そ
の
取
引
条
件
に
つ
い
て
、
適
時
に
情
報
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
該
当
す
る
の
は
、
融
資
が
か
な
り
多

く
の
部
分
に
わ
た
っ
て
分
割
さ
れ
て
い
る
と
い
う
諸
ケ
ー
ス
が
そ
う
な
の
で
す
（
四
九
三
条
一
項
〜
三
項
）。

契
約
期
間
中
の
情
報
提
供
義
務
が
、
二
〇
一
六
年
三
月
一
六
日
以
来
、
ド
イ
ツ
の
独
自
性
と
引
き
換
え
に
付
け
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

消
費
者
が
、
自
己
の
振
替
口
座
に
お
い
て
、
か
な
り
長
い
期
間
を
越
え
て
当
座
貸
越
を
使
う
機
会
（Ü

berziehungsm
öglichkeit

）
を
必
要

と
す
る
場
合
に
、
五
〇
四
条
ａ
に
お
い
て
は
、
一
定
の
要
件
の
も
と
に
、
消
費
貸
借
の
貸
主
の
助
言
義
務
を
定
め
て
い
ま
す

（
18
）

。
も
っ
と

も
、
こ
の
助
言
は
強
制
的
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
り
正
確
に
言
う
と
、
消
費
者
は
こ
の
提
案
を
拒
絶
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

情
報
提
供
義
務
を
履
行
す
る
に
は
、
両
契
約
当
事
者
に
高
度
な
要
求
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
法
律
に
適
合
し
た
行
為
を
簡
単
に
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
ひ
と
つ
の
説
明
シ
ー
ト
（M

erkblatt

）、
つ
ま
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
標
準
情
報
提
供
シ
ー
ト
（
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
）
を
消

（
二
一
一
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
一
号
（
二
〇
一
七
年
六
月
）

二
一
二

費
貸
借
の
貸
主
は
自
由
に
使
う
こ
と
が
で
き
、
こ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
標
準
情
報
提
供
シ
ー
ト
は
、
民
法
施
行
法
の
補
遺
に
お
い
て
公
表
さ
れ

る
と
と
も
に
指
令
の
基
準
値
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
説
明
シ
ー
ト
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
消
費
貸
借
の
貸
主
は
、
自
分
が
前
契

約
上
の
情
報
提
供
義
務
を
履
行
し
た
と
い
う
こ
と
を
証
明
す
る
の
で
す

（
19
）

。

内
容
上
の
契
約
基
準
値
と
し
て
こ
の
よ
う
な
情
報
提
供
義
務
を
遵
守
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
四
九
四
条
に
お
い
て
規
律
さ
れ
て
い
る
細

分
化
さ
れ
た
制
裁
シ
ス
テ
ム
（System

 von　

Sanktionen

）
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
契
約
の
基
本
的
内
容
が
書
面
と
い
う
形
で
書

き
留
め
ら
れ
て
い
な
い
場
合
に
も
生
じ
る
要
式
違
反
の
典
型
的
な
効
果
は
、
四
九
四
条
一
項
に
よ
り
消
費
貸
借
契
約
を
無
効
に
す
る
こ
と

で
す
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
効
果
は
、
契
約
当
事
者
達
の
利
益
に
沿
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
消
費
貸
借
の
借
主
は
、
自
己
の
金
融
上

の
自
由
な
活
動
範
囲
を
広
げ
た
い
の
で
あ
り
、
消
費
貸
借
の
貸
主
は
、
貸
付
を
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
利
息
を
得
た
い
の
で
す
。
貸
付
金
を

受
領
し
た
こ
と
や
貸
付
金
を
請
求
し
た
こ
と
に
よ
り
、
要
式
の
瑕
疵
や
要
式
の
瑕
疵
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
る
無
効
が
治
癒
さ
れ
る
、
つ

ま
り
、
有
効
な
契
約
が
導
か
れ
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
立
法
者
は
、
以
上
の
よ
う
な
利
益
状
況
を
十
分
考
慮
し
た
の
で
す
（
四
九
四

条
二
項
一
文
）。
消
費
貸
借
の
貸
主
に
対
す
る
制
裁
は
、
表
示
の
欠
缺
や
瑕
疵
あ
る
表
示
が
、
法
律
上
定
め
ら
れ
た
内
容
に
よ
っ
て
補
充
さ

れ
る
と
い
う
点
に
あ
り
ま
す
（
四
九
四
条
二
項
二
文
〜
六
文
）。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
消
費
貸
借
契
約
の
諸
条
件
は
、
消
費
貸
借
の
借
主
に

と
っ
て
は
、
消
費
貸
借
の
貸
主
が
具
体
的
な
形
で
望
ま
し
い
内
容
を
契
約
内
に
書
き
込
ん
で
い
た
場
合
よ
り
も
有
利
な
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
借
受
利
息
、
実
質
的
な
年
利
や
総
額
が
、
決
め
ら
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
（
同
二
項
二
文
）、
利
率
は
法
定
利
率
に
軽
減

さ
れ
ま
す

（
20
）

。
そ
の
他
の
費
用
が
表
示
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
費
用
は
債
務
と
し
て
負
わ
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
（
同
四
項

一
文
）。

消
費
者
保
護
の
新
た
な
手
段
と
し
て
、
消
費
者
金
融
取
引
法
に
お
い
て
、
撤
回
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
（
四
九
五
条
一
項

（
21
）

）。
撤
回
は
そ

（
二
一
二
）



金
融
取
引
法
に
お
け
る
消
費
者
保
護
の
現
状
（
益
井
）

二
一
三

の
理
由
を
示
す
こ
と
な
く
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
撤
回
は
、
消
費
者
が
、
契
約
に
対
す
る
自
己
の
決
定
を
も
う
一
度
よ
く
考
え
、

十
四
日
の
規
定
に
従
っ
た
期
間
内
に
（
三
五
五
条
二
項
）
契
約
か
ら
再
び
解
放
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
の
で
す

（
22
）

。
契
約
は
守
ら
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
原
則
は
、
撤
回
が
法
的
に
許
さ
れ
た
ケ
ー
ス
に
お
い
て
の
み
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
よ
り
守
ら
れ
て
い

る
の
で
す
。
撤
回
は
、
規
定
さ
れ
た
領
域
に
お
け
る
消
費
者
保
護
に
ふ
さ
わ
し
い
手
段
と
み
な
さ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、

貸
付
契
約
の
場
合
、
契
約
類
型
の
複
雑
さ
（K

om
plexität

）
及
び
長
い
期
間
に
わ
た
る
切
迫
し
た
拘
束
や
負
担
が
、
契
約
締
結
後
の
熟
慮

期
間
を
意
味
あ
る
も
の
と
思
わ
せ
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す

（
23
）

。

撤
回
は
消
費
者
金
融
取
引
指
令2008/48E

G

以
来
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
に
お
い
て
も
定
着
し
て
い
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
に
お
い
て
は
、

撤
回
と
い
う
手
段
は
、
か
つ
て
は
規
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
撤
回
が
、
給
付
を
受
領
し
た
後
で
、
つ
ま
り
、
と
り
わ
け
貸
付
金
が

支
払
わ
れ
た
後
で
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
撤
回
は
三
五
七
条
ａ
に
よ
り
契
約
を
清
算
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
受
け
取
ら
れ
た
給

付
は
、
遅
く
と
も
三
〇
日
以
内
に
返
還
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
法
律
上
な
っ
て
い
ま
す
。
三
五
八
条
に
い
う
結
合
契
約
の
持
つ
諸
要

件
が
、
存
在
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
一
つ
の
契
約
が
他
の
契
約
が
無
か
っ
た
な
ら
ば
締
結
さ
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い

う
こ
と
で
す
。

消
費
者
保
護
手
段
の
リ
ス
ト
は
、
さ
ら
に
二
つ
の
一
般
的
な
規
定
を
め
ぐ
っ
て
補
充
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
片
面
的
強

行
法
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、
消
費
者
は
、
片
面
的
強
行
法
の
適
用
を
放
棄
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
し
、
消
費
者
を
不
利
に
す
る
契
約
上

の
合
意
は
無
効
と
な
り
ま
す
（
五
一
二
条
一
文

（
24
）

）。
こ
れ
以
外
の
一
般
的
な
規
定
は
、〔
消
費
者
を
保
護
す
る
〕
諸
規
範
を
脱
法
す
る
契
約

形
成
に
か
か
わ
る
も
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
脱
法
的
契
約
に
も
消
費
者
保
護
規
定
は
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
な
お
適
用
さ
れ
る
の
で
す

（
五
一
二
条
一
文
）。
二
〇
〇
ユ
ー
ロ
を
超
え
た
場
合
に
消
費
者
消
費
貸
借
法
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
、
二
〇
〇
ユ
ー
ロ
の
限
度

（
二
一
三
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
一
号
（
二
〇
一
七
年
六
月
）

二
一
四

を
下
回
る
多
く
の
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
よ
る
貸
付
総
額
を
持
つ
契
約
形
成
を
そ
の
一
つ
の
例
と
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
四
九
一
条

二
項
二
文
一
号
）。
以
上
の
よ
う
な
印
象
深
い
形
で
形
成
さ
れ
た
消
費
者
金
融
取
引
法
は
、
そ
れ
を
私
は
こ
こ
で
決
し
て
論
じ
つ
く
す
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
す
が
、
二
〇
一
六
年
三
月
二
一
日
以
降
な
お
さ
ら
に
詳
細
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ⅲ
．
住
居
不
動
産
金
融
取
引
指
令2014/17E

U

の
国
内
法
へ
の
転
換
に
よ
る
改
革

二
〇
一
四
年
に
発
効
し
た
こ
の
指
令
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
消
費
者
金
融
取
引
法
の
不
備
を
補
う
も
の
で
す
。
序
論
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う

に
、
か
つ
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ベ
ル
で
の
担
保
付
貸
付
に
関
す
る
規
律
は
存
在
し
ま
せ
ん
で
し
た

（
25
）

。
ド
イ
ツ
の
立
法
者
は
、
す
で
に

二
〇
〇
二
年
に
違
っ
た
や
り
方
で
決
断
を
下
し
て
お
り
、
国
内
法
に
お
い
て
不
動
産
担
保
法
上
担
保
さ
れ
た
消
費
貸
借
を
四
九
一
条
以
下

の
保
護
領
域
に
取
り
込
ん
だ
の
で
す
。
立
法
者
は
こ
れ
を
通
常
高
額
な
貸
付
金
額
と
そ
の
よ
う
な
契
約
に
伴
う
危
険
に
よ
っ
て
根
拠
づ
け

た
の
で
す

（
26
）

。
住
居
不
動
産
金
融
取
引
指
令
は
、
二
〇
一
六
年
三
月
二
〇
日
ま
で
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
適
用
さ
れ
て
い
た
様
式
に
比
べ
て
、

不
動
産
と
の
関
係
を
通
し
て
特
別
な
規
律
枠
組
み
を
維
持
し
て
い
る
消
費
貸
借
に
つ
い
て
新
た
な
概
念
を
定
義
し
て
い
ま
す
。
消
費
貸
借

概
念
の
拡
張
を
、
国
内
法
へ
転
換
す
る
法
律
は
、
四
九
一
条
以
下
の
適
用
領
域
に
つ
い
て
再
現
し
ま
し
た
。
四
九
一
条
三
項
に
よ
り
把
握

さ
れ
て
い
る
の
は
、
不
動
産
担
保
権
（G

rundpfandrecht

）
や
住
居
不
動
産
に
付
属
す
る
権
利
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
て
い
る
消
費
者
消
費

貸
借
契
約
（
同
一
号
）
や
土
地
の
所
有
権
を
取
得
し
た
り
、
維
持
す
る
こ
と
に
役
立
つ
か
、
現
存
の
建
物
や
建
築
予
定
の
建
物
に
役
立
つ

消
費
者
消
費
貸
借
契
約
（
同
二
号
）
な
の
で
す
。
住
居
と
し
て
は
役
立
た
な
い
土
地
や
建
物
も
捕
捉
さ
れ
て
い
ま
す
。
要
件
は
、
単
に
消

費
貸
借
の
借
主
が
消
費
者
と
し
て
そ
れ
ら
を
取
得
し
た
と
い
う
こ
と
だ
け
な
の
で
す

（
27
）

。
ド
イ
ツ
の
立
法
者
は
、
体
系
を
変
え
、
今
や
一
般

的
な
消
費
者
消
費
貸
借
契
約
（
四
九
一
条
二
項
）
と
不
動
産
消
費
者
消
費
貸
借
契
約
（
四
九
一
条
三
項
）
を
区
別
し
て
い
ま
す
。
不
動
産
消

（
二
一
四
）



金
融
取
引
法
に
お
け
る
消
費
者
保
護
の
現
状
（
益
井
）

二
一
五

費
者
消
費
貸
借
契
約
の
特
徴
は
、（
二
〇
〇
二
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
ま
で
の
数
年
に
お
け
る
よ
う
に
）
そ
の
時
々
の
事
柄
の
性
質
に
よ
る
関
係
に

お
い
て
規
律
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

住
居
不
動
産
金
融
取
引
指
令
の
改
革
は
、
若
干
の
著
者
達
に
よ
っ
て
、「
諸
規
定
の
寄
せ
集
め
」
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
ま
し
た

（
28
）

。
相

互
の
関
係
を
作
り
上
げ
て
い
た
の
は
、
指
令
に
お
い
て
明
確
な
形
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
目
標
設
定
な
の
で
す
。
目
標
と
し
て
、
金
融
の
安

定
及
び
消
費
者
の
保
護
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
金
融
分
野
に
お
け
る
信
頼
は
、
金
融
市
場
の
危
機
に
よ
っ
て
非
常
に
動
揺
し
ま
し
た
が
、

し
っ
か
り
し
た
規
制
枠
組
み
に
よ
っ
て
金
融
分
野
の
信
頼
を
再
び
取
り
戻
そ
う
と
い
う
の
で
す

（
29
）

。
住
居
不
動
産
貸
付
の
際
の
負
債
や
債
務

超
過
を
、
こ
の
指
令
に
よ
っ
て
、
阻
止
し
よ
う
と
い
う
の
で
す
。
そ
う
し
た
貸
付
契
約
の
た
め
の
域
内
市
場
を
、
透
明
性
、
効
率
性
、
競

争
能
力
に
よ
っ
て
際
立
た
せ
よ
う
と
い
う
の
で
す
。
こ
う
し
た
諸
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
が
、「
首
尾
一
貫
し
柔
軟
性
の
あ
る
公

平
な
不
動
産
貸
付
契
約

（
30
）

」
で
あ
る
と
い
う
の
で
す
。
こ
う
し
た
不
動
産
貸
付
契
約
は
、
と
り
わ
け
、
よ
り
良
い
前
契
約
上
の
情
報
提
供

（
投
資
と
並
ん
で
Ｅ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
四
七
条
と
関
連
す
る
四
九
一
条
ａ
）
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
は
、
貸
付
に
ふ
さ
わ
し
い
か
の
信
用
調
査
の
正
確
な

準
則
及
び
そ
の
準
則
に
よ
り
民
事
法
上
の
制
裁
を
科
す
こ
と
（
五
〇
五
条
ａ
〜
ｄ
）
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
と
い
う
の
で
す
。
消
費
者
保
護

や
金
融
の
安
定
性
の
保
障
と
並
ん
で
ま
た
、
指
令
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
た
不
動
産
消
費
者
貸
付
契
約
の
た
め
に
域
内
市
場
を
創
り
出
す
こ

と
、
つ
ま
り
は
、
競
争
を
促
進
す
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
か
ら
、
シ
ュ
ル
ン
ブ
ラ
ン
ト

（
31
）

の
言
葉
に
よ
る
と
三
つ
で
一
組
の
目
的

（Zw
ecktrias

）
が
問
題
に
な
っ
て
き
ま
す
。
加
盟
国
の
不
動
産
市
場
に
は
部
分
的
に
大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
指
令
を
国
ご

と
の
国
内
法
に
転
換
す
る
た
め
に
、
最
少
調
和
化
（M

indestharm
onisierung

）
が
認
め
ら
れ
た
の
で
す
（
指
令2014/17/E

U

二
条
一
項

（
32
）

）。

例
外
を
形
成
し
て
い
る
の
は
、
前
契
約
上
の
情
報
提
供
義
務
に
関
す
る
規
律
及
び
実
質
的
な
利
息
の
算
定
に
関
す
る
規
律
だ
け
な
の
で
す

（
二
条
二
項
）。
そ
れ
と
と
も
に
、
競
争
の
促
進
よ
り
も
消
費
者
保
護
に
優
位
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
法
的
な
諸
規
定
を

（
二
一
五
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
一
号
（
二
〇
一
七
年
六
月
）

二
一
六

平
等
に
取
り
扱
う
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
で
き
る
だ
け
消
費
者
を
高
い
水
準
で
保
護
す
る
と
い
う
こ
と
が
非
常
に
重
要
だ
か
ら
な
の
で

す
。外

国
通
貨
金
融
取
引
の
た
め
に
は
、
指
令
二
三
条
に
よ
り
、
そ
れ
に
適
し
た
規
律
枠
組
み
を
自
由
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
準

則
は
、
五
〇
三
条
と
い
う
形
で
国
内
法
に
転
換
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
為
替
相
場
が
、
重
大
な
結
果
を
招
く
形
で
、
つ
ま
り
二
〇

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
低
下
〔
悪
化
〕
し
た
場
合
に
、
契
約
関
係
に
あ
る
間
の
情
報
提
供
義
務
を
導
入
す
る
こ
と
が
、
補
充
的
に
必
要
な
の
で

す
（
四
九
三
条
四
項
）。
以
上
の
規
律
に
お
い
て
も
、
金
融
危
機
の
経
験
が
そ
の
痕
跡
を
と
ど
め
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
同
時
に
、

Ｅ
Ｕ
内
に
お
い
て
法
の
統
一
化
は
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
す
が
、
す
で
に
不
動
産
消
費
者
金
融
取
引
で
は
一
つ
の
域
内
市
場
が
存
在
す
る

と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
ま
た
、
活
動
自
身
に
対
す
る
標
準
化
さ
れ
た
諸
要
件
や
消
費
者
の
た
め
の
義
務
的
情
報
提
供
義
務
に
関
す
る
標
準
化
さ
れ
た
諸

要
件
を
確
定
す
る
た
め
に
、
消
費
者
の
任
意
の
相
談
（B

eratung

）
は
、
か
な
り
強
く
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
（
五
一
一
条

（
33
）

）。

指
令
が
有
す
る
改
革
の
関
心
事
に
つ
い
て
同
様
に
重
要
な
金
融
仲
介
法
（K

reditverm
itteilung

）（
六
五
五
条
ａ－

ｂ
）
の
領
域
は
、
わ

た
し
の
講
演
で
は
触
れ
な
い
ま
ま
に
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

こ
こ
で
述
べ
た
一
連
の
措
置
（M

aßnahm
enpaket

）
は
、
情
報
提
供
モ
デ
ル
や
責
任
の
重
い
信
用
付
与
の
原
則
に
基
づ
く
と
と
も
に
、

消
費
者
保
護
や
金
融
の
安
定
を
実
現
す
る
た
め
の
主
要
な
手
段
と
し
て
消
費
者
に
で
き
る
限
り
危
険
を
説
明
す
る
と
い
う
こ
と
に
置
か
れ

て
い
ま
す

（
34
）

。
責
任
の
重
い
信
用
付
与
に
つ
い
て
の
手
本
を
う
ま
く
用
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
指
令2014/17/E

U

の
七
条
一
項
一
文
に
お

い
て
、
誠
実
義
務
準
則
（W

ohlverhaltensregel

）
と
し
て
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
消
費
貸
借
の
貸
主
は
、「
誠
実
、
信
頼
性
、
透
明
性
及
び

専
門
性
を
有
す
る
形
で
、」
行
動
す
べ
き
な
の
で
す
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
行
動
を
要
求
さ
れ
る
の
は
、
消
費
貸
借
の
貸
主
だ
け
で

（
二
一
六
）



金
融
取
引
法
に
お
け
る
消
費
者
保
護
の
現
状
（
益
井
）

二
一
七

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
こ
と
は
す
ぐ
に
後
で
示
す
つ
も
り
で
す
。

Ⅳ
．
貸
付
契
約
締
結
前
の
時
期
に
つ
い
て
の
諸
規
律
、
特
に
信
用
調
査
を
す
る
際
に
必
要
と
さ
れ
る
注
意

こ
の
改
革
は
、
前
契
約
上
の
段
階
と
い
う
領
域
に
重
点
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
不
動
産
消
費
者
消
費
貸
借
契
約
の
場
合
、
消
費

貸
借
の
貸
主
に
適
用
さ
れ
る
前
契
約
上
の
情
報
提
供
義
務
は
、
一
方
で
は
、
一
般
的
な
消
費
者
消
費
貸
借
に
対
す
る
二
〇
一
〇
年
以
来
存

在
し
て
い
る
準
則
に
適
合
す
る
も
の
で
す
が
、
他
方
で
は
、
特
別
な
や
り
方
で
、
形
成
さ
れ
て
い
ま
す

（
35
）

。
こ
う
し
た
特
別
な
形
で
形
成
さ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
不
動
産
消
費
者
消
費
貸
借
契
約
の
際
、
信
用
調
査
が
要
求
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
関
連
し
て
い
ま
す
。

消
費
貸
借
の
貸
主
は
、
予
測
で
き
る
範
囲
内
で
、
消
費
貸
借
の
借
主
が
契
約
上
の
諸
義
務
を
規
則
通
り
き
ち
ん
と
守
る
こ
と
が
で
き
る
か

否
か
を
調
査
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
五
〇
五
条
ａ
一
項
二
文
、
旧
二
項
）。
政
府
草
案
の
趣
旨
説
明
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
調
査
と

結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
特
徴
は
、「
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す

（
36
）

。
こ
の
よ
う
な
変
革
は
、
前
契
約
上
の
情
報
を
伝
達
す

る
た
め
の
時
点
に
お
い
て
す
で
に
現
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
点
は
、

│
消
費
貸
借
の
借
主
が
契
約
の
意
思
表
示
を
表
明
す
る
以
前
の
適

当
な
時
期
の

│
も
は
や
も
っ
と
も
遅
い
時
点
と
し
て
規
律
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
情
報
を
与
え

る
も
の
も
の
と
し
て
規
律
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
早
期
の
時
点
は
、

│
ま
た
こ
れ
は
一
つ
の
新
た
な
改
革
な
の
で
す
が

│
貸

付
を
受
け
る
こ
と
を
希
望
す
る
者
の
行
動
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
貸
付
を
受
け
る
こ
と
を
希
望
す
る
者
の
行
動
は
、
法
律
上
規
定

さ
れ
た
消
費
貸
借
の
貸
主
の
最
初
の
活
動
に
よ
っ
て
再
び
引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
信
用
調
査
を
す
る
た
め
に
、
消
費
貸
借

の
貸
主
は
、
い
か
な
る
情
報
や
証
明
を
貸
主
が
必
要
と
す
る
か
を
、
消
費
貸
借
の
借
主
に
伝
え
る
義
務
を
負
っ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
締

結
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
不
動
産
消
費
者
消
費
貸
借
契
約
を
準
備
す
る
た
め
の
、
強
制
的
と
言
わ
れ
て
い
る
信
用
調
査
が
な
さ
れ
る
こ
と

（
二
一
七
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
一
号
（
二
〇
一
七
年
六
月
）

二
一
八

に
な
る
の
で
す
（
民
法
施
行
法
二
四
七
条
第
一
パ
ラ
グ
ラ
フ
一
項
）。
つ
ま
り
、
相
互
関
係
に
あ
る
義
務
を
伴
っ
た
前
契
約
上
の
情
報
提
供
債

務
関
係
が
生
じ
る
の
で
す

（
37
）

。
潜
在
的
な
消
費
貸
借
の
借
主
に
、
協
力
義
務
は
向
け
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
と
い
う
の
は
、
借
主
は
信
用
調

査
を
す
る
た
め
に
求
め
ら
れ
る
基
礎
資
料
、
例
え
ば
、
口
座
残
高
明
細
書
、
給
与
明
細
書
、
土
地
登
記
簿
謄
本
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
ら
で
す
。
こ
れ
が
な
さ
れ
る
な
ら
ば
、
前
契
約
上
の
情
報
提
供
義
務
と
い
う
第
二
段
階
に
至
る
の
で
す
。
消
費
貸
借
の
貸
主
は
、

貸
主
の
側
で
、
遅
滞
な
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
標
準
情
報
提
供
シ
ー
ト
説
明
書
に
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
て
い
る
情
報
を
伝
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
（
民
法
施
行
法
二
四
七
条
第
一
パ
ラ
グ
ラ
フ
二
項
）。
以
上
の
よ
う
な
第
二
段
階
は
、
住
居
不
動
産
金
融
取
引
指
令
に
よ
っ
て
強
制
的
な

形
で
作
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
が
、
拘
束
力
の
あ
る
形
で
規
律
さ
れ
た
準
則
だ
か
ら
な
の
で
す

（
38
）

。

信
用
調
査
は
、
本
来
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
支
援
措
置
た
め
の
二
〇
一
〇
年
の
指
令2008/48/E

G

を
ド
イ
ツ
国
内
法
に
転
換
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
す
で
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
（
旧
五
〇
九
条
）。
し
か
し
な
が
ら
、
公
的
利
益
に
あ
る
監
督
法
上
認
め
ら
れ
た
義
務
が
問

題
な
の
か
、
あ
る
い
は
、
同
時
に
、
そ
の
保
護
義
務
の
侵
害
が
消
費
貸
借
の
借
主
の
損
害
賠
償
請
求
権
を
も
た
ら
し
得
る
と
い
わ
れ
て
い

る
消
費
者
に
対
す
る
保
護
義
務
も
問
題
な
の
か
に
つ
い
て
は
、
一
致
が
見
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す

（
39
）

。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
は
、
信
用

調
査
の
た
め
の
こ
の
指
令2008/48E

G

が
債
務
超
過
や
支
払
い
不
能
と
い
う
危
険
か
ら
保
護
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
の
で
、

独
自
に
消
費
者
を
保
護
す
べ
き
性
質
を
基
礎
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
二
〇
一
四
年
に
確
定
し
ま
し
た

（
40
）

。
そ
れ
故
、
義
務
違
反
が
あ
っ

た
場
合
、
消
費
貸
借
の
貸
主
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
が
消
費
貸
借
の
借
主
に
与
え
ら
れ
る
と
い
う
民
事
法
上
の
義
務
が
問
題
と
な
る

と
い
う
形
で
、
二
〇
一
六
年
三
月
二
〇
日
ま
で
の
現
行
法
を
解
釈
す
る
こ
と
が
す
で
に
な
さ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
ド
イ
ツ
の
立
法
者
は
、

信
用
調
査
を
新
た
に
作
り
上
げ
る
際
に
、
そ
の
捉
え
方
を
以
上
の
よ
う
な
意
味
に
変
え
る
と
い
う
こ
と
を
明
確
な
形
で
表
明
し
ま
し
た

（
41
）

。

以
上
の
よ
う
に
捉
え
る
と
い
う
こ
と
に
対
応
す
る
の
が
、
消
費
者
に
対
す
る
保
護
義
務
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

（
二
一
八
）



金
融
取
引
法
に
お
け
る
消
費
者
保
護
の
現
状
（
益
井
）

二
一
九

信
用
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
将
来
の
消
費
貸
借
の
貸
主
の
情
報
提
供
義
務
で
は
な
く
、
包
括
的
な
注
意
義
務
（Sorgfaltspfl icht

）
が
、

な
に
よ
り
も
ま
ず
第
一
に
、
問
題
と
な
る
の
で
す
。
こ
の
調
査
の
形
態
は
、
こ
の
調
査
が
様
々
な
情
報
に
基
づ
き
注
意
深
く
な
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
、
そ
の
基
準
は
、
一
般
的
な
消
費
者
消
費
貸
借
契
約
の
場
合
と
不
動
産
消
費
者
消
費
貸
借

契
約
の
場
合
で
異
な
っ
て
い
ま
す
。
住
居
不
動
産
金
融
取
引
指
令
の
こ
う
し
た
調
査
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
要
求
は
高
度
な
も
の
な
の
で
、

実
務
上
の
必
要
性
に
応
じ
て
い
る
の
が
、
一
般
的
な
消
費
者
消
費
貸
借
契
約
の
た
め
の
費
用
を
よ
り
少
な
く
と
ど
め
る
と
い
う
こ
と
な
の

で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
五
〇
五
条
ｂ
一
項
に
お
い
て
、
不
動
産
消
費
者
消
費
貸
借
の
た
め
の
規
律
に
つ
い
て
は
、
五
〇
五
条
ｂ
二
項
〜
四

項
、
五
〇
五
条
ｃ
に
お
い
て
、
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
居
不
動
産
金
融
取
引
指
令
の
高
度
な
要
求
は
、
指
令
の
七
条
に
示
さ
れ
て
い
る
い

わ
ゆ
る
誠
実
義
務
準
則
か
ら
説
明
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
貸
主
は
、「
消
費
者
の
権
利
お
よ
び
利
益
を
考
慮
し
て
、
誠
実
、
信
頼

性
、
透
明
性
及
び
専
門
性
を
有
す
る
形
で
」
行
動
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
信
用
調
査
に
対
し
て
消
費
貸
借
の
貸
主
が
負
う
義
務
は
、

以
上
の
準
則
を
重
要
事
項
と
い
う
形
で
具
体
化
し
た
も
の
な
の
で
す

（
42
）

。
こ
の
責
任
あ
る
与
信
原
則
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
再
び
、
非
常
に
適

切
な
も
の
と
な
る
の
で
す

（
43
）

。

不
動
産
消
費
者
消
費
貸
借
契
約
を
締
結
す
る
つ
も
り
が
あ
る
場
合
、
消
費
貸
借
の
貸
主
は
、
貸
し
付
け
に
値
す
る
か
と
い
う
問
い
に
対

す
る
資
料
を
分
析
し
評
価
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
資
料
は
貸
付
を
受
け
る
意
図
の
あ
る
人
の
情
報
提
供
に
基
づ
い
て
、
さ
ら

に
は
、
他
方
当
事
者
の
職
場
や
貸
付
仲
介
業
者
の
紹
介
に
対
す
る
回
答
に
基
づ
い
て
、
自
由
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
（
五
〇
五
条

ｂ
二
項
及
び
三
項
）。
貸
主
は
そ
れ
ら
の
情
報
を
適
切
な
形
で
再
検
討
し
、
必
要
性
が
あ
る
場
合
に
は
、
自
主
的
に
再
検
査
す
る
こ
と
の
で

き
る
書
類
を
さ
ら
に
調
査
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
最
後
に
、
貸
主
は
、
以
上
の
こ
と
を
基
礎
に
し
て
、
責
任
の
あ
る
評
価
を
な
し
、

貸
し
付
け
に
値
す
る
か
の
調
査
〔
信
用
調
査
〕
の
結
論
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す

（
44
）

。
そ
の
結
論
が
好
ま
し
く
な
い
も
の
と
な
っ
た

（
二
一
九
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
一
号
（
二
〇
一
七
年
六
月
）

二
二
〇

場
合
、
五
〇
五
条
ａ
一
項
二
文
は
、
消
費
貸
借
契
約
の
締
結
を
禁
止
す
る
よ
う
定
め
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
不
動
産
消
費
貸
借
契
約
の

場
合
に
、
消
費
貸
借
の
借
主
が
消
費
貸
借
契
約
と
関
連
す
る
自
己
の
義
務
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
公
算
が
大
き
い

と
き
に
は
、
消
費
者
と
消
費
貸
借
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
般
的
な
消
費
者
消
費
貸
借
契
約
の
場
合
に
は
、
そ
の
点
に
著

し
い
疑
念
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
足
り
ま
す
。

消
費
貸
借
の
貸
主
が
信
用
調
査
を
実
施
し
な
か
っ
た
と
か
、
義
務
に
か
な
う
形
で
実
施
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
消
費
貸
借
契
約
が
締
結
さ
れ
た
場
合
の
結
果
は
、
五
〇
五
条
ｄ
に
事
細
か
な
形
で
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
、
な
に
よ
り
も

ま
ず
、
そ
の
信
用
調
査
の
診
断
が
い
か
な
る
結
果
に
至
る
こ
と
に
な
る
か
と
い
う
こ
と
に
よ
り
区
別
し
て
い
ま
す
。
消
費
貸
借
契
約
が
無

効
と
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
決
し
て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。
そ
の
診
断
が
好
ま
し
い
も
の
と
な
る
場
合
に
は
、
個
々
の
契
約
上
の

制
裁
は
存
在
し
ま
せ
ん

（
45
）

。

好
ま
し
く
な
い
診
断
が
後
か
ら
突
き
止
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
消
費
貸
借
の
借
主
に
対
し
て
優
遇
措
置
が
働
き
ま
す
。
利
息
の
取
り
決

め
（
固
定
利
率
か
変
動
利
率
か
）
の
仕
方
に
よ
っ
て
、
そ
の
利
率
は
消
費
貸
借
の
貸
主
の
不
利
に
調
整
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
そ
の
消
費
貸

借
の
借
主
は
、
そ
の
契
約
か
ら
離
れ
な
い
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
貸
付
金
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
る
使
用
利
益
に
対
し
、
た
と
え
か
な
り

少
額
の
利
息
で
あ
っ
て
も
、
利
息
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
利
息
は
、
そ
れ
ゆ
え
、
利
得
の
調
整
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る

に
す
ぎ
な
い
の
で
す

（
46
）

。
契
約
上
合
意
さ
れ
た
利
息
〔
約
定
利
息
〕
と
違
っ
て
い
る
の
は
、
消
費
貸
借
の
貸
主
が
、
信
用
調
査
義
務
に
違
反

し
た
こ
と
を
理
由
と
す
る
消
費
貸
借
の
貸
主
に
対
す
る
制
裁
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
、
消
費
貸
借
の
借
主
は
、
期
間
を
遵
守
す
る

こ
と
な
く
、
ま
た
損
害
賠
償
義
務
（
五
〇
二
条
に
よ
る
弁
済
期
前
の
損
害
賠
償
）
を
負
う
こ
と
な
く
、
そ
の
消
費
貸
借
契
約
を
解
除
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
消
費
貸
借
の
借
主
に
対
し
て
以
上
の
よ
う
な
優
遇
措
置
を
と
る
た
め
に
、
消
費
貸
借
の
貸
主
に
対
す
る
不
利
益
が
生
じ
る

（
二
二
〇
）



金
融
取
引
法
に
お
け
る
消
費
者
保
護
の
現
状
（
益
井
）

二
二
一

の
で
す
。
つ
ま
り
、
消
費
貸
借
の
借
主
が
そ
の
貸
付
に
対
し
て
利
息
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
、
消
費
貸
借
の
貸
主
に
そ
の
消

費
貸
借
契
約
か
ら
損
害
が
生
じ
た
場
合
、
消
費
貸
借
の
貸
主
は
そ
の
損
害
を
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

個
別
的
な
利
益
に
つ
い
て
は
、
留
保
が
存
在
し
、
そ
の
留
保
の
も
と
に
制
裁
の
体
系
が
う
ま
く
働
く
の
で
す
。
五
〇
五
条
ｂ
三
項
は
、

借
主
が
情
報
を
故
意
や
重
過
失
で
誤
っ
た
形
で
提
供
し
た
り
、
全
く
提
供
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
消
費
貸
借
の
借
主
の
た
め
の
優
遇
措

置
は
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
て
い
ま
す
。
こ
の
抗
弁
は
、
悪
意
の
抗
弁
（exceptio doli （

47
））、

つ
ま
り
、
請
求
を
受

け
て
い
る
者
が
信
義
誠
実
の
原
則
を
援
用
す
る
こ
と
を
鏡
に
映
し
た
像
〔
の
よ
う
に
左
右
逆
に
な
っ
た
も
の
〕
と
し
て
の
悪
意
の
抗
弁
に

相
当
す
る
も
の
で
す
。
消
費
貸
借
の
借
主
が
、
優
遇
措
置
の
要
件
、
つ
ま
り
、
信
用
調
査
の
瑕
疵
を
悪
意
あ
る
行
為
自
体
で
引
き
起
こ
し
、

信
義
誠
実
の
原
則
を
的
確
に
と
ら
え
た
も
の
で
あ
る
協
力
義
務
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、
借
主
は
優
遇
措
置
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
（
48
）

。こ
の
よ
う
な
前
契
約
上
の
義
務
を
信
用
調
査
や
そ
の
調
査
が
持
つ
制
裁
措
置
の
流
れ
に
沿
っ
て
評
価
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
前
契
約

上
の
義
務
が
持
つ
多
様
性
を
は
っ
き
り
認
識
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
自
己
の
財
産
状
態
に
つ
い
て
情
報
を
提
供
す
る
と
い
う
不
動
産

消
費
者
消
費
貸
借
契
約
〔
の
締
結
〕
を
望
ん
で
い
る
者
の
負
う
義
務
が
存
在
す
る
の
で
す
（
民
法
施
行
法
二
四
七
条
第
一
パ
ラ
グ
ラ
フ
一
項
に

関
連
す
る
四
九
一
条
ａ
一
項
）。
更
に
、
将
来
消
費
貸
借
の
貸
主
と
な
る
人
は
、
自
分
に
届
け
ら
れ
た
情
報
を
調
査
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す

（
五
〇
五
条
ｂ
三
項
、
土
地
担
保
法
上
担
保
さ
れ
た
貸
付
に
対
す
る
五
〇
五
条
ｃ
に
お
い
て
は

│
注
意
義
務
と
い
う

│
特
色
を
持
つ
）。
さ
ら
に
、

将
来
消
費
貸
借
の
貸
主
と
な
る
人
が
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
貸
付
に
値
す
る
か
の
信
用
調
査
自
体
に
関
連
す
る
資
料
を
収
集
整

理
す
る
義
務
や
保
存
す
る
義
務
で
あ
り
（
五
〇
五
条
ｂ
四
項
や
五
〇
五
条
ｃ
三
号
）、
調
査
が
履
行
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
義
務
に
適
う
も
の
で

な
か
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
調
査
を
や
り
直
す
義
務
な
の
で
す
。
こ
の
調
査
の
や
り
直
し
は
、
規
定
の
構
造
か
ら
し
て
、
五
〇
五
条
ｄ
に

（
二
二
一
）
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二
二
二

よ
る
制
裁
を
決
め
る
た
め
の
前
提
要
件
と
な
っ
て
い
ま
す

（
49
）

。
五
〇
五
条
ｄ
は
、
多
様
な
制
裁
を
表
し
て
お
り
、
そ
の
多
様
な
制
裁
は
両
契

約
当
事
者
が
そ
の
義
務
を
履
行
し
て
い
る
か
否
か
に
左
右
さ
れ
る
の
で
す
。
こ
の
点
に
関
し
て
再
び
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
相
互
的
な
義

務
で
あ
る
前
契
約
上
の
情
報
提
供
債
務
関
係
が
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
と
り
わ
け
、
不
動
産
消
費
者
消
費
貸

借
契
約
が
予
定
さ
れ
て
い
る
場
合
の
事
業
者
に
対
し
て
は
高
度
な
注
意
を
要
求
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
消
費
者
も
、
信
用
調
査
が
う
ま
く
い
く
こ
と
に
つ
い
て
責
任
が
あ
る
の
で
す

（
50
）

。

Ⅴ
．
消
費
者
金
融
取
引
法
の
傾
向
と
そ
の
傾
向
が
有
す
る
解
釈
論
上
の
関
係

こ
の
新
た
な
指
令
、
つ
ま
り
、
こ
の
指
令
を
ド
イ
ツ
国
内
法
に
転
換
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
私
的
自
治
を
強
化
す
る
の
か

（
51
）

、
あ
る
い

は
、
消
費
貸
借
の
借
主
の
利
益
を
守
る
、
つ
ま
り
、
い
わ
ば
、
借
主
の
事
務
処
理
を
す
る
者
と
し
て
行
動
し
、
基
本
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
利

害
関
係
を
も
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
の
相
手
方
と
し
て
は
行
動
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
消
費
貸
借
の
貸
主
に
義
務
付
け
る
後
見
的
モ
デ
ル
に
席
を

譲
り
、
私
的
自
治
を
弱
め
る
の
で
し
ょ
う
か

（
52
）

。

強
行
法
と
い
う
形
で
規
定
さ
れ
て
い
る
前
契
約
上
の
情
報
提
供
義
務
は
、
不
動
産
消
費
者
消
費
貸
借
の
領
域
に
お
い
て
も
、
消
費
者
を

形
式
に
従
っ
た
形
で
支
援
す
る
こ
と
に
役
立
つ
と
と
も
に
、
消
費
者
が
私
的
自
治
に
基
づ
い
て
決
定
す
る
こ
と
に
役
立
つ
の
で
す
。
消
費

者
が
ど
う
し
て
も
受
取
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
情
報
の
提
供
が
重
要
な
の
で
す
。
後
見
監
督
を
話
題
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

後
見
監
督
は
、
信
用
調
査
に
よ
っ
て
な
さ
れ
得
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
信
用
調
査
は
、
金
融
機
関
が
、
五
〇
五
条
ｂ
の
好
ま
し
く
な
い

結
果
に
さ
ら
さ
れ
な
い
た
め
に
、
自
分
の
潜
在
的
な
顧
客
に
危
険
な
融
資
を
拒
絶
す
る
と
い
う
こ
と
を
結
果
的
に
も
た
ら
す
こ
と
が
あ
る

に
す
ぎ
な
い
の
で
す
。
適
切
な
評
価
を
す
る
た
め
に
は
、
次
の
二
つ
の
点
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
つ
に
は
、
危
険
を
責
任

（
二
二
二
）



金
融
取
引
法
に
お
け
る
消
費
者
保
護
の
現
状
（
益
井
）

二
二
三

あ
る
形
で
評
価
す
る
こ
と
は
、
監
査
法
上
も
金
融
機
関
の
義
務
に
な
っ
て
お
り
、
私
法
上
に
お
い
て
の
み
金
融
機
関
の
義
務
に
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
の
で
す
。
ま
た
も
う
一
つ
に
は
金
融
機
関
は
、
消
費
貸
借
の
債
務
者
が
の
ち
に
な
っ
て
貸
付
に
値
し
な
い
と
い
う
こ
と
が

判
明
し
た
場
合
に
は
、
権
利
追
及
費
用
と
い
っ
た
諸
結
果
の
責
任
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
破
産
に
よ
る
債
務

者
の
損
失
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
信
用
調
査
の
責
任
は
、
そ
の
う
え
、
両
契
約
当
事
者
の
双
肩
に
か
か
っ
て
い
る
の
で

す
。
と
い
う
の
は
、
で
き
る
だ
け
信
頼
で
き
る
診
断
を
す
る
に
は
、
潜
在
的
な
消
費
貸
借
の
借
主
が
ど
の
よ
う
な
情
報
を
提
供
す
る
か
と

い
う
こ
と
に
か
か
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

不
動
産
消
費
者
貸
付
の
た
め
の
ハ
ー
ド
ル
が
、
か
な
り
高
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
望
ま
し
い
こ
と
な
の
で
す

（
53
）

。
ま
さ

に
以
上
の
よ
う
な
帰
結
こ
そ
が
、
金
融
危
機
と
い
う
背
景
を
前
に
し
て
、
な
そ
う
と
し
た
こ
と
な
の
で
す
。
消
費
者
金
融
取
引
法
に
対
す

る
こ
う
し
た
諸
傾
向
を
し
っ
か
り
維
持
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
前
契
約
上
の
情
報
提
供
義
務
の
た
め
に
、
相
互
の
義
務
を
内
容
と
す
る

前
契
約
上
の
義
務
関
係
を
形
成
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
消
費
貸
借
関
係
に
基
づ
く
義
務
に
関
す
る
透
明
度
を
得

よ
う
と
努
力
す
る
こ
と
や
契
約
の
修
正
や
終
了
に
向
け
ら
れ
て
い
る
権
利
に
関
す
る
透
明
度
を
得
よ
う
と
努
め
る
こ
と
は
、
契
約
の
種
々

の
段
階
に
お
い
て
情
報
提
供
義
務
を
多
種
多
様
な
形
で
形
成
す
る
と
い
う
こ
と
を
も
た
ら
す
の
で
す
。

撤
回
の
可
能
性
に
対
す
る
関
係
は
、
新
た
な
議
論
の
対
象
と
な
り
う
る
で
し
ょ
う
。
適
切
か
つ
早
期
に
情
報
提
供
さ
れ
た
消
費
者
は
、

か
な
り
の
数
の
人
が
考
え
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
撤
回
と
い
っ
た
手
段
を
必
要
と
し
な
い
の
で
す

（
54
）

。
こ
う
し
た
批
判
に
応
じ
る
一

つ
の
新
た
な
手
段
を
、
指
令
作
成
者
は
、
熟
慮
期
間
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
用
意
し
た
の
で
す
。
契
約
締
結
前
の
こ
の
よ
う
な
熟
慮

期
間
を
、
さ
ら
に
撤
回
と
同
じ
よ
う
な
観
点
か
ら
、
つ
ま
り
、
契
約
の
拘
束
力
が
な
い
と
い
う
観
点
か
ら
、
情
報
提
供
義
務
が
支
え
る
の

で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
契
約
の
締
結
に
よ
っ
て
観
点
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
が
、
質
的
に
変
わ
っ
た
状
況
を
も
た
ら
す
よ
う
に
私
に
は

（
二
二
三
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
一
号
（
二
〇
一
七
年
六
月
）

二
二
四

思
え
る
の
で
す
。
契
約
以
前
の
段
階
が
、
最
善
の
情
報
提
供
に
使
わ
れ
る
な
ら
ば
、
契
約
を
結
ぶ
と
い
う
決
定
を
し
た
後
に
、
契
約
の
効

力
や
新
た
な
理
由
な
し
に
そ
の
契
約
を
解
消
す
る
こ
と
に
つ
い
て
熟
慮
す
る
た
め
の
短
い
期
間
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
消
費
者
に
と
っ

て
便
利
な
保
護
措
置
な
の
で
す

（
55
）

。
消
費
者
保
護
の
二
つ
の
主
要
な
手
段
が
並
存
す
る
こ
と
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
期
間
が

撤
回
の
た
め
に
定
め
ら
れ
て
い
る
か
に
も
か
か
っ
て
い
る
の
で
す
。
通
常
の
期
間
と
し
て
の
一
四
日
や
撤
回
に
関
連
す
る
情
報
提
供
義
務

に
違
反
し
た
場
合
に
一
年
と
一
四
日
ま
で
延
長
す
る
こ
と
は
、
不
動
産
消
費
者
消
費
貸
借
契
約
（
三
五
六
条
二
項
二
文
）
の
場
合
、
事
業
者

サ
イ
ド
に
と
っ
て
も
判
断
の
基
礎
を
作
り
出
し
ま
す

（
56
）

。
そ
れ
に
関
し
て
、
ド
イ
ツ
の
立
法
者
は
、
事
情
に
よ
っ
て
は
永
久
的
な
撤
回
権
を

め
ぐ
る
最
近
と
く
に
激
し
く
な
さ
れ
た
議
論
の
後
に
、
ひ
と
つ
の
耐
え
う
る
妥
協
案
を
見
出
し
た
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う

（
57
）

。

諸
テ
ー
ゼ

1
．
金
融
取
引
法
に
お
け
る
消
費
者
保
護
規
定
は
、
契
約
の
複
雑
性
、
し
ば
し
ば
長
い
有
効
期
間
が
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
消
費
者
が

典
型
的
、
構
造
的
に
弱
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

2
．
金
融
危
機
は
、
と
り
わ
け
、
不
動
産
消
費
者
金
融
取
引
の
領
域
に
お
い
て
、
貸
付
が
常
に
増
加
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
賢
明
な
目

標
で
は
あ
り
え
な
い
と
い
う
認
識
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
両
契
約
当
事
者
の
個
人
的
な
利
益
や
金
融
市
場
の
安
定
と
い
う
利

益
に
お
い
て
重
要
な
の
で
す
。

3
．
消
費
貸
借
の
貸
主
の
情
報
提
供
義
務
や
消
費
貸
借
の
借
主
を
信
用
調
査
す
る
こ
と
は
、
基
本
的
に
、
消
費
者
保
護
や
金
融
市
場
の
安

定
を
改
善
す
る
た
め
の
有
効
な
手
段
な
の
で
す
。

4
．
貸
付
に
値
す
る
か
の
信
用
調
査
を
な
す
こ
と
は
、
相
互
的
な
義
務
を
伴
う
前
契
約
上
の
情
報
提
供
債
務
関
係
に
行
き
着
く
こ
と
に
な

（
二
二
四
）



金
融
取
引
法
に
お
け
る
消
費
者
保
護
の
現
状
（
益
井
）

二
二
五

り
ま
す
。
不
動
産
消
費
者
消
費
貸
借
契
約
に
対
す
る
診
断
（P

rognose

）
は
、
一
般
的
な
消
費
者
消
費
貸
借
契
約
に
対
す
る
も
の
よ
り

も
厳
格
に
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
い
う
の
は
、
貸
付
金
額
は
高
額
な
も
の
で
す
し
、
不
動
産
に
関
連
す
る
こ
と
に
よ
り
、

生
活
を
形
成
す
る
重
要
な
基
礎
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

5
．
不
動
産
消
費
者
消
費
貸
借
契
約
が
非
常
に
制
限
さ
れ
た
形
で
締
結
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
き
に
は
、
他
の
融
資
の
可
能
性
が
新

た
に
重
要
な
も
の
と
な
っ
た
り
、
人
的
担
保
が
新
た
に
重
要
と
な
る
の
で
す
。

注※
こ
の
講
演
は
、
ベ
ル
リ
ン
自
由
大
学
で
民
法
及
び
ロ
ー
マ
法
の
教
授
で
あ
る
著
者
に
よ
っ
て
、
二
〇
一
六
年
一
〇
月
五
日
に
、
東
京
に
あ
る
日
本
大

学
の
招
聘
に
よ
り
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
1
） V

gl. dazu H
istorisch-kritischer K

om
m
entar zum

 B
G
B
 

（H
K
K

）-L
am

m
el, §

§
 488-512, R

nn. 37 ff .

（
2
） H

K
K
-B

G
B
-F

rank L
. S

chäfer, §
§

 488-512, R
nn. 55 ff .

（
3
） 

二
〇
一
六
年
三
月
二
〇
日
ま
で
の
文
言
で
の
五
〇
三
条
（§

 503 in der F
assung bis zum

 20.3.2016.

）

（
4
） 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ベ
ル
で
捉
え
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
理
由
は
、
そ
の
前
に
、
担
保
法
の
統
一
化
が
な
さ
れ
る
か
、
少
な
く
と
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

担
保
法
、
つ
ま
り
、
ユ
ー
ロ
抵
当
、
の
草
案
が
作
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
特
に
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

S
chürnbrand, D

ie R
ichtlinie für W

ohnim
m
obilienkreditverträge für V

erbraucher, Z
B
B
 2014, 169.

（
5
） P

iekenbrock, D
ie geplante U

m
setzung der W

ohnim
m
obilienkreditvertragsrichtlinie, G

P
R
 2015, 26 f.

（
6
） E
m
pfehlung 2001/193/E

G
 der K

om
m
ission vom

 1.3.2001, A
B
l N

r. L
 69/25 v. 10.3.2001.

（
7
） R

ott, D
ie neue Im

m
obiliarkredit-R

ichtlinie 2014/17/E
U
 und ihre A

usw
irkungen auf das deutsche R

echt, B
K
R
 2015, 8 f.; 

K
linger, E

thik und R
echt im

 K
reditgeschäft, , 2016, S

. 320 ff .

（
二
二
五
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
一
号
（
二
〇
一
七
年
六
月
）

二
二
六

（
8
） S

chäfer, W
ohnim

m
obilienkreditrichtlinie, G

eschichte und U
m
setzung im

 V
erbraucherdarlehensrecht, V

uR
 2014, 208 und 

212. 

行
動
規
範
集
の
効
力
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
な
否
定
的
な
分
析
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ク
リ
ン
ガ
ー
（K

linger

）
は
、
指
令 2008/48/E

G
 

や

指
令 2014/17/E

U
 

に
お
け
る
前
契
約
上
の
情
報
提
供
義
務
に
対
し
て
こ
の
行
動
規
範
集
が
持
つ
「
パ
イ
オ
ニ
ア
機
能
」
を
明
確
に
示
す
と
同
時

に
こ
の
行
動
規
範
集
に
明
確
な
形
で
示
さ
れ
た
諸
義
務
は
今
現
在
法
律
上
採
用
さ
れ
た
諸
義
務
よ
り
も
ず
っ
と
十
分
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、E

thik und R
echt im

 K
reditgeschäft

の
三
四
一
頁
以
下
、
特
に
三
五
一
頁
以
下
に
お
い
て
、
肯
定
的
な
全
体
評
価

に
至
っ
て
い
る
。

（
9
） B

ülow
/A

rtz, U
nentgeltliche K

reditverträge ‒ ein neues P
aradigm

a im
 deutschen V

erbraucherprivatrecht, Z
IP

 2016, 1204 

ff .; S
chürnbrand, V

erbraucherschutz bei unentgeltlichen F
inanzierungen, W

M
 2016, 1105 ff .

（
10
） 

宣
伝
広
告
の
局
面
に
関
し
て
は
、
消
費
者
信
用
指
令
四
条
を
国
内
法
化
す
る
に
あ
た
り
、
同
様
に
価
格
表
示
法
（P

reisangaben-V
O

）
六
条

ａ
〜
六
条
ｃ
に
見
出
す
こ
と
の
で
き
る
諸
規
定
が
導
入
さ
れ
た 

。

（
11
） B

eckO
K
 B

G
B
 / C

osim
a M

öller, §
 491a, R

n. 6 ff .; B
eckO

G
K
 / K

nops B
G
B
 §

 491a, R
n. 7ff .

（
12
） B

eckO
K
 B

G
B
 / C

osim
a M

öller, §
 491a, R

n. 12 f.

（
13
） 

消
費
者
金
融
取
引
指
令
六
条
一
項2008/48/E

G
 

（A
rt. 6 A

bs. 1 V
erbrK

rR
L
 2008/48/E

G

）. 

こ
の
基
本
像
に
つ
い
て
は
、S

chm
olke 

の
詳
細
な
叙
述
、『
契
約
に
お
け
る
自
己
形
成
の
限
界
（G

renzen der S
elbstbindung im

 V
ertragsrecht

）』
二
〇
一
四
年
、
七
三
六
頁
以
下
特

に
七
七
八
頁
、
お
よ
び
改
善
の
提
案
に
至
る
批
判
的
な
評
価
を
す
る
八
四
七
頁
以
下
を
見
よ
。

（
14
） S

chürnbrand, D
ie R

ichtlinie über W
ohnim

m
obilienkreditverträge für V

erbraucher, Z
B
B
 2014, 174. 

シ
ュ
ビ
ン
ト
ビ
ス
キ
ィ
ー

（S
chw

intow
ski

）
は
、
…
我
々
は
な
に
を
な
す
か
を
知
ら
な
い
の
で
、 V

uR
 2016, S

. 241 f. 

で
、
以
上
の
こ
と
を
背
景
に
し
て
、
情
報
提
供
義

務
に
対
す
る
事
前
評
価
（W

irkungsanalysen zu den Inform
ationspfl ichten

）
を
提
案
し
、
そ
こ
で
は
、
専
門
家
、
例
え
ば
、
専
門
的
な
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
〔
助
言
者
〕
や
仲
介
業
者
、
に
と
っ
て
収
益
上
重
要
な
情
報
と
消
費
者
が
決
定
を
す
る
際
に
問
題
と
な
る
消
費
者
に
と
っ
て
重
要
な
情

報
と
の
違
い
が
い
わ
れ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
を
基
礎
と
し
て
、
彼
は
、
重
要
性
を
基
準
と
す
る
情
報
概
念
を
展
開
す
る
。

（
15
） B

eckO
K
-B

G
B
 - C

osim
a M

öller, §
 491a R

n. 14 ff .

（
二
二
六
）



金
融
取
引
法
に
お
け
る
消
費
者
保
護
の
現
状
（
益
井
）

二
二
七

（
16
） 

シ
ュ
ル
ン
ブ
ラ
ン
ト
（S

chürnbrand

）
は
、（
前
注
4
）、

 Z
B
B
 2014, S

. 174 

で
、
情
報
提
供
の
こ
の
よ
う
な
重
複
を
「
う
ま
く
い
っ
た
場
合

で
も
」
不
必
要
な
も
の
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
に
評
価
す
る
こ
と
は
、
契
約
前
に
情
報
提
供
さ
れ
た
内
容
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
な
く
契
約
内
容
に
な

る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
場
合
に
の
み
適
切
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
契
約
前
に
情
報
提
供
さ
れ
た
内
容
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
な
く

契
約
内
容
に
な
る
こ
と
を
、
一
般
的
に
出
発
点
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
シ
ュ
ル
ン
ブ
ラ
ン
ト
が
訴
え
て
い
る
〔
提
供
さ
れ
た
情
報
と
契
約
内
容

が
〕
乖
離
し
た
場
合
の
混
乱
と
い
う
も
の
は
、
結
局
、
消
費
者
が
貸
主
た
ち
か
ら
知
識
を
得
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
よ
り
改
善
さ
れ
な
い
こ
と
に

な
る
。

（
17
） 

当
時
は
四
九
二
条
ａ
と
い
う
形
で
、
今
日
で
は
四
九
三
条
と
い
う
形
で
規
律
さ
れ
て
い
る
。

（
18
） 

但
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、B

eckO
K
-B

G
B
-C

osim
a M

öller, §
 504a, R

n. 1-9.

を
見
よ
。

（
19
） 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
通
の
標
準
書
式
、
つ
ま
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
標
準
情
報
提
供
シ
ー
ト
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
標
準
情
報
提
供
シ
ー
ト
説
明
書
（E

S
IS

-

M
erkblatt

））

│
そ
れ
は
民
法
施
行
法
の
補
遺
〔
添
付
書
類
〕
六
と
し
て
印
刷
さ
れ
て
い
る
が

│
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
標
準
情
報
提
供
シ
ー
ト
の
規

定
お
よ
び
そ
の
効
力
に
つ
い
て
は
、 Schürnbrand, G

esetzliche M
uster im

 V
erbraucherschutzrecht, JZ

 2015, 974 ff .

（
20
） 

法
定
利
率
は
、B

G
B

二
四
六
条
で
〔
年
〕
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
固
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
条
項
が
持
っ
て
い
る
制
裁
的
効
力

（S
anktionsw

irkung

）
を
妨
げ
な
い
た
め
に
、
約
定
利
率
が
法
定
利
率
よ
り
低
い
場
合
、
約
定
利
率
を
維
持
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
低
金
利
の
局

面
に
お
い
て
は
必
要
と
な
り
う
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、M

üK
oB

G
B
 / S

chürnbrand §
 494, R

n. 29; B
eckO

K
 B

G
B
 / C

osim
a 

M
öller, §

 494, R
n. 14.

を
参
照
。

（
21
） B

eckO
G
K
 / K

nops B
G
B
, §

 495, R
n. 1ff .; B

eckO
K
 B

G
B
 / C

osim
a M

öller, §
 495, R

n. 1 ff .

（
22
） 

こ
の
期
間
は
、
二
〇
一
四
年
及
び
二
〇
一
六
年
の
新
規
定
に
よ
っ
て
、
不
動
産
消
費
者
消
費
貸
借
の
場
合
、
最
長
で
、
一
年
と
一
四
日
ま
で
延

長
す
る
こ
と
が
で
き
（
三
五
六
条
ｂ
二
項
二
文
）、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、B

eckO
K
 B

G
B
 / M

üller-C
hristm

ann, §
 356b, R

n. 1 ff 

（
23
） S

chm
olke, G

renzen der S
elbstbindung im

 V
ertragsrecht

（
契
約
法
に
お
け
る
自
己
拘
束
の
限
界
）,2014, S

. 863 ff . 

は
、
正
当
化
に

「
内
因
的
で
あ
る
が
し
か
し
ま
た
外
因
的
で
も
あ
る
選
択
障
害
」
を
付
け
加
え
る
。
こ
う
し
た
選
択
障
害
は
、
類
型
的
な
形
で
存
在
し
て
お
り
、
し

た
が
っ
て
、
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
こ
の
よ
う
な
形
態
に
対
す
る
行
動
経
済
的
な
基
礎
を
提
供
す
る
の
で
あ
る
。

（
二
二
七
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
一
号
（
二
〇
一
七
年
六
月
）

二
二
八

fügt zur R
echtfertigung „endogene, aber auch exogene P

räferenzstörungen “ hinzu, die typischerw
eise vorliegen und dam

it 

ein verhaltensökonom
isches F

undam
ent für diese F

orm
 des P

aternalism
us liefern.

（
24
） 
こ
の
よ
う
な
規
律
に
対
し
て
批
判
的
な
も
の
と
し
て
は
、 Schm

olke, G
renzen der S

elbstbindung im
 V

ertragsrecht, 2014,S
. 758 ff .

（
25
） A

rt. 2 A
bs. 2 lit a V

erbrK
rR

L
 2008/48/E

G
 

に
よ
る
と
、
こ
の
よ
う
な
消
費
者
消
費
貸
借
は
消
費
者
金
融
取
引
指
令
に
よ
っ
て
は
考
慮

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

（
26
） B

egr R
egE

, B
T
-D

rs. 16/11643 S
. 88 linke S

palte.

（
27
） B

egr R
egE

, B
T
-D

rs. 18/5922, S
. 75; S

chäfer, W
ohnim

m
obilienkreditrichtlinie, V

uR
 2014, 212.

を
参
照
。

（
28
） R

ott, 

（F
n. 7

）, B
K
R
 2015, S

. 10; P
iekenbrock, 

（F
n. 5

）, G
P
R
 2015, S

. 27. E
benso M

üK
o-S

chürnbrand, V
or §

491, R
n. 27.

（
29
） 

そ
れ
故
、S

chalast und W
alter,B

B
 2015 H

eft 18 

（27.4.2015

）
で
は
、
そ
の
第
一
面
に
お
い
て
、
根
源
的
な
金
融
危
機
が
、
住
居
不
動

産
貸
付
指
令
お
よ
び
そ
の
指
令
を
ド
イ
ツ
の
国
内
法
に
転
化
し
た
こ
と
を
襲
う
と
い
う
短
い
寄
稿
論
文
の
タ
イ
ト
ル
は
、
適
切
な
形
で
付
け
ら
れ
て

い
る
。 S

chürnbrand

に
よ
る
解
説
、 （F

n.4

）,ZB
B
 2014, 168, 170.

を
見
よ
。

（
30
） E

rw
ägungsgrund 6 der R

L
 2014/17/E

U
.

（
31
） S

chürnbrand, 

（F
n.4

）,ZB
B
 2014, S

. 170.

（
32
） 

他
に
い
く
つ
も
の
文
献
が
あ
る
が
、
本
来
計
画
さ
れ
て
い
た
最
大
限
度
一
致
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
を
概
念
上
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

R
ott,

（F
n.7

）, B
K
R
 2015, 9. 

を
、
こ
れ
に
対
し
て
批
判
的
な
も
の
と
し
て
は
、S

chürnbrand, 

（F
n.4

）,ZB
B
 2014, 171 f. 

を
見
よ
。

（
33
） 

指
令
の
改
革
に
つ
い
て
は
、R

ott, D
ie neue Im

m
obiliarkreditrichtlinie 2014/17/E

U
 und ihre A

usw
irkungen auf das deutsche 

R
echt, B

K
R
 2015, 8; P

iekenbrock, D
ie geplante U

m
setzung der W

ohnim
m
obilienkreditvertragsrichtlinie, G

P
R
 2015, 26; 

S
chäfer, W

ohnim
m
obilienkreditrichtlinie. G

eschichte und U
m
setzung im

 V
erbraucherdarlehensrecht, V

uR
 2014, 207; 

S
chürnbrand, 

（F
n.4

）, Z
B
B
 2014, 172. S

. auch B
eckO

K
-B

G
B
- C

osim
a M

öller, §
 511,R

n.1.

を
参
照
。

（
34
） B

eckO
K
-B

G
B
 - C

osim
a M

öller, §
 491 R

n. 23.

（
35
） 

二
つ
の
指
令
の
間
の
調
整
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
正
当
に
も
訴
え
た
の
は
、S

chürnbrand, 

（F
n.4

）,ZB
B
 2014, S

. 177 f. 

で
あ
る
。
し
か

（
二
二
八
）



金
融
取
引
法
に
お
け
る
消
費
者
保
護
の
現
状
（
益
井
）

二
二
九

し
、
部
分
的
に
異
な
る
こ
の
二
つ
の
指
令
準
則
の
間
に
は
、
金
融
危
機
と
い
う
経
験
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

（
36
） B

T
-D

rucks. 18/5922, S
. 112.

（
37
） B

eckO
K
-B

G
B
 ‒ C

osim
a M

öller, §
 491a R

nn. 4 und 7. 

す
で
に
、S

chäfer

は
、W

ohnim
m
obilienkreditrichtlinie, V

uR
 2014, 

207, 214.
に
お
い
て
、
指
令
を
見
通
し
て
同
様
の
正
し
い
評
価
を
し
て
い
る
。R

ott

は
、 D

ie neue Im
m
obiliarkreditrichtlinie 2014/17/E

U
 

und ihre A
usw

irkungen auf das deutsche R
echt, B

K
R
 2015, 10

で
、
正
当
に
も
、
消
費
者
も
そ
の
限
度
で
同
様
に
責
任
を
負
う
と
い
う
こ

と
を
力
説
す
る
。

（
38
） A

rt. 2 A
bs. 2 der R

L
 2014/17/E

U
 

さ
ら
に
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、B

eckO
K
-B

G
B
 ‒ C

osim
a M

öller, §
 491 R

n. 4; R
ott,

（F
n.7

）, 

B
K
R
 2015, 9.

（
39
） S

chürnbrand

は
、 （F

n. 4
）, Z

B
B
 2014, S

. 176 f. 

で
、
監
督
法
上
の
制
裁
は
十
分
実
効
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
議
論
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、S

chm
olke, G

renzen der S
elbstbindung im

 P
rivatrecht, 2014, S

. 716 ff . zur V
erbrK

rR
L
 2008/48/E

G
 und S

. 790 ff . zur 

U
m
setzung in §

 509 aF
.

（
40
） E

uG
H
 v. 27.3.2014, R

s. C
-565/12, Z

IP
 2014, 1873. 

五
〇
九
条
に
代
わ
る
消
費
者
消
費
貸
借
契
約
に
指
令
に
一
致
し
た
ふ
さ
わ
し
い
形

で
適
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
た
だ
し
、M

üK
o-S

chürnbrand, R
n. 3 und B

eckO
K
-B

G
B
 

（35. E
dition, 01.05.2015

） ‒ C
osim

a M
öller, 

R
n.3.

を
見
よ
。

（
41
） B

egr. R
egE

ntw
urf, B

T
-D

rucks. 18/5922, S
. 96.

（
42
） B

eckO
K
-B

G
B
 ‒ C

osim
a M

öller, §
 505a R

n. 1 

（E
dition 39, S

tand: 01.05.2016

）.

（
43
） P

iekenbrock, D
ie geplante U

m
setzung der W

ohnim
m
obilienkreditvertragsrichtlinie, G

P
R
 2015, 29 ff .

も
見
よ
。

（
44
） B

eckO
K
-B

G
B
 - C

osim
a M

öller, §
 505b R

n. 6 

（E
dition 39, S

tand: 01.05.2016

）. 

最
初
の
新
聞
雑
誌
の
評
論
に
お
い
て
、
融
資
を

求
め
る
こ
と
が
大
き
く
増
大
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
訴
え
ら
れ
て
い
た
の
に
、
貸
主
に
よ
る
情
報
提
供
を
こ
の
よ
う
に
評
価
す
る
こ
と
は
、
十
分

な
形
で
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、F

.A
.Z

. vom
 7.6.2016, N

r. 130 S
. 23.

を
見
よ
。
か
な
り
長
期
に
わ
た
る
収
入
状
況
が
ど

う
展
開
す
る
か
が
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
か
な
り
高
い
率
が
持
続
す
る
と
い
う
の
が
予
測
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
改
正
の
施
行
後
半
年

（
二
二
九
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
一
号
（
二
〇
一
七
年
六
月
）

二
三
〇

間
は
、
そ
の
効
果
に
つ
い
て
意
見
の
一
致
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ド
イ
ツ
貯
蓄
銀
行
協
会
（deutscher S

parkassen- und G
iroverband

）

の
数
値
に
よ
る
と
、
二
〇
一
六
年
の
上
半
期
に
お
け
る
住
宅
建
築
貸
付
（B

aukredit

）
の
受
諾
件
数
は
、
前
年
比
で
約
八
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
し

た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
連
邦
銀
行
は
、
住
居
不
動
産
に
対
す
る
融
資
の
上
昇
率
は
向
こ
う
一
二
ケ
月
間
四
パ
ー
セ
ン
ト
弱
と
想
定
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
を
確
定
し
た
。
二
〇
一
六
年
九
月
一
〇
日
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
タ
ー
・
ア
ル
ゲ
マ
イ
ネ
・
ツ
ァ
イ
ト
ゥ
ン
グ
、
ナ
ン
バ
ー
二
一
二
の
一
二
頁

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
記
事
を
見
よ
。

（
45
） 

差
止
請
求
訴
訟
法
（U

klaG

）
に
よ
る
団
体
が
、
こ
の
よ
う
な
実
務
に
対
し
て
差
止
め
訴
訟
を
起
こ
す
可
能
性
は
あ
る
。

（
46
） B

egr. R
egE

 B
T
-D

rucks. 18/5922, S
. 101.

（
47
） B

eckO
K
-B

G
B
 ‒ C

osim
a M

öller, §
 505a R

n. 2 sow
ie §

 505d R
n. 9 

（E
dition 39, S

tand: 01.05.2016

）.

（
48
） 

同
じ
よ
う
に
、
説
明
義
務
や
情
報
提
供
義
務
の
範
囲
は
情
報
提
供
さ
る
べ
き
行
為
次
第
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
以
外
の
領
域
に
お
い
て

も
認
め
ら
れ
て
い
る
。
売
買
法
と
物
の
瑕
疵
に
関
す
る
説
明
義
務
が
そ
う
で
あ
り
、
さ
ら
に
こ
の
点
に
関
し
て
は
、M

öller, 

Inform
ationspfl ichten des V

erkäufers.G
rundlagen im

 röm
ischen und im

 heutigen deutschen R
echt, JU

S
 

（M
ilano

） 2015, S
. 7-26

を
参
照
。
契
約
上
の
債
務
関
係
に
お
け
る
説
明
義
務
お
よ
び
公
正
さ
と
正
当
な
利
益
追
求
（G

ew
innstreben

）
と
の
緊
張
関
係
に
つ
い
て
一
般
的

な
も
の
と
し
て
は
、M

üK
o-B

achm
ann, §

 241 R
nn. 110 ff ., 123.

を
見
よ
。

（
49
） B

eckO
K
-B

G
B
 ‒ C

osim
a M

öller, §
 505a, R

n. 8.

（
50
） R

ott,

（F
n.7

）,BK
R
 2015, S

. 10.

（
51
） S

chäfer, W
ohnim

m
obilienkreditrichtlinie, V

uR
 2014, 213 f.

（
52
） 

た
と
え
ば
、 S

ervatius,A
ufklärungspflichten und verantw

ortungsvolle K
reditvergabe, Z

fIR
 2015, 178, 181 f. 

の
批
判
。

こ
の
よ
う
な
対
比
をS

chürnbrand

も
（F

n. 4

）, Z
B
B
 2014, S

. 173. 

で
、
紹
介
す
る
。S

chm
olke,

はG
renzen der S

elbstbindung im
 

P
rivatrecht, 2014

で
、
効
率
性
を
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
過
剰
な
法
的
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
防
ぐ
べ
き
効
率
的
な
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
モ

デ
ル
を
示
し
、
二
六
六
〜
二
七
〇
頁
で
は
、
中
間
的
結
論
と
し
て
、
憲
法
上
の
規
準
の
中
に
定
着
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
述
べ
る
。

（
53
） 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
注（
44
）の
場
合
、
次
の
も
の
を
見
よ
。S

chm
olke

は
、G

renzen der S
elbstbindung im

 P
rivatrecht, 2014, S

. 

（
二
三
〇
）



金
融
取
引
法
に
お
け
る
消
費
者
保
護
の
現
状
（
益
井
）

二
三
一

790 

で
、
一
般
的
な
消
費
者
金
融
取
引
の
場
合
、
将
来
の
状
況
に
対
す
る
二
つ
の
可
能
性
、
つ
ま
り
、
信
用
調
査
の
結
果
が
否
定
的
な
も
の
と
な
っ

た
場
合
、
か
な
り
厳
格
な
消
費
規
律
を
と
る
か
、
あ
る
い
は
、
非
合
法
す
れ
す
れ
の
金
融
市
場
に
消
費
者
が
切
り
替
え
る
か
と
い
う
こ
と
、
を
引
き

合
い
に
出
す
。

（
54
） E

idenm
üller, W

hy W
ithdraw

al R
ights?, E

uropean R
eview

 of C
ontract L

aw
 2011, 1 ff . und ders., D

ie R
echtfertigung von 

W
iderrufsrechten, A

cP
 210 

（2010

）, 67 ff .

（
55
） B

eckO
K
 B

G
B
 / C

osim
a M

öller, §
 495, R

n. 1.

（
56
） 

そ
の
よ
う
な
除
斥
期
間
は
、
割
賦
供
給
契
約
（R

atenlieferungsvertrag

）
の
場
合
や
無
償
の
消
費
貸
借
契
約
や
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
支
援
措
置

（F
inanzierungshilfen

） （§
 356d S

 2

）
の
場
合
の
撤
回
権
（§

 356c A
bs 2 S

 2

） 

に
対
し
て
も
規
定
さ
れ
て
い
る
。

（
57
） 

利
益
衡
量
が
必
要
不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ま
たS

chm
olke, G

renzen der S
elbstbindung im

 P
rivatrecht, 2014, S

. 

864 

を
見
よ
。
利
益
衡
量
が
必
要
不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
の
は
、
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
は
消
費
者
に
と
っ
て
そ
の
利
用
を
高
め
る
が
、
し
か
し
ま

た
事
業
者
に
と
っ
て
は
そ
の
費
用
を
高
め
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
一
般
的
な
消
費
者
消
費
貸
借
契
約
の
場
合
、
消
滅
の
要
件
が
あ
ら
か
じ
め

規
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
（§

 356 A
bs. 3 S

 3 und §
 356b A

bs 2 S
 1

）。
そ
れ
ゆ
え
、
引
き
続
き
可
能
な
永
久
的
な
撤
回
権

（W
iderrufsrecht

）
に
つ
い
て
は
、B

ülow
 / A

rtz, V
erbraucherprivatrecht, 5. A

ufl . 2016, S
. 66 

（R
n. 146

） und S
. 143 f. 

（R
n. 329

） 

sow
ie B

eckO
K
 B

G
B
 / M

üller-C
hristm

ann, §
 356b R

n. 11.

を
見
よ
。
強
制
的
情
報
開
示
（P

fl ichtangaben

）
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
場
合
の

種
々
の
法
律
効
果
に
つ
い
て
は
、B

eckO
G
K
 / M

örsdorf B
G
B
 §

 356b, R
n. 7 ff .

を
見
よ
。

（
二
三
一
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
一
号
（
二
〇
一
七
年
六
月
）

二
三
二

本
稿
は
日
本
大
学
で
な
さ
れ
た
メ
ラ
ー
教
授
の
講
演
「A

ktuelle E
ntw

icklungen beim
 S

chutz von V
erbrauchen im

 

K
reditrecht,Insbesonderen zu S

orgfaltspfl ichten vor V
ertragsschluss

」
を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
り
、
原
文
は
日
本
大
学
法
学

部
発
行
の
「C

om
parative law

33
号
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
翻
訳
の
許
可
を
快
く
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
メ
ラ
ー
教
授
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
る
し
だ
い
で
あ
る
。

な
お
本
文
は
日
本
大
学
の
講
演
で
話
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
た
め
、「
で
す
ま
す
調
」
で
訳
し
た
が
、
注
の
部
分
は
「
で
あ
る
調
」
で

訳
し
て
い
る
。
ま
た
、K

redit

は
一
般
的
に
は
「
信
用
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
「
金
融
取
引
」、「
貸
付
」「
融
資
」「
信
用
」

等
そ
の
つ
ど
適
宜
に
訳
し
て
い
る
。

（
二
三
二
）
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